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1 ． は じ め に
　今日 の子 どもの 屋外遊 び の状況 に つ い て 見れば ， 遊戯空間 の 減少 ， 遊 戯集団 の 変質 ， ある い は
遊戯集団 自体 の 成立 が 困難と な り， さ らに入試の 激化や テ レ ビ ， マ ス コ ミ の普及発達等によ っ
て ，屋外 で の遊び時間は短縮 され ， 地方 的遊 び も次第に減少され て ，遊び文化 の 変質を生 じさせ
て い る
1）
。 こ う した状況 は ，当然子 ど もの健康 ・体力問題
2）
や心 の 問題 ， さ らに 社会性の 発達 に
も歪 みを生 じさせ た3）t4 ）・5）た め ， 環境悪 化 が子 どもに 及ぼ す影響の大 きさ につ い て の 親 ， と くに
母親の 危機意識 と ， 所得水準の 向上や高学歴化に 伴 う教育熱の増大 とが相乗的に作用 して ，子 ど






8），全国的に拡が り始め て ， またそ の 対象 も低年齢化 して きて い る
9）
。
　しか し， ス ポ
ーツ 集団の 研究は学校の 運動部や社会人 の ク ラ ブ に つ い て の そ れが 中心 で あ り，
近年い ち じる しく増大 して い る こ れ らの児童 の ス クール 等に つ い て はあまり進んで お らず ， そ の
教育的な運営や指導 に つ い て の 科学的資料が極め て 少ない 実状に あ る9）・1°）。
　そ こ で本稿で は ス イ ミ ン グス クール 及び体操 ス ク ール へ 通 っ て い る子ど もの親を対象に ，親が
子 どもをどの よ うな動機か らス クール へ 入校 させ た の か ， そ の 結果 ， ど の よ うな効果が あ っ たと
考え て い る の か に つ い て 調 査分析す る こ と に した 。 ス イ ミ ン グ ス ク ール だ けで な く，体操 ス ク ー
ル とあわせ て 二 種類 に した の は ， ス ポ ーツ 種 目を限定せ ず，ス ポーツ 活動参加 へ の 意識 に つ い て
広 く実態を把握 した い と思 っ たか らで ある 。 こ こ で親 の 意識を取 り上 げた の は ， ス クール の 生徒
の 大半が幼児 ・ 児童期の 子 どもで あ るか らで あ る9）。 調査の方法 と して は ， 西野 ら
9）
の く調査質
問紙〉がす ぐれ て い るの で ， こ れ に依拠 した 。 そ の 目的を具体的に 述 べ る と以下 の よ うに な る 。
　（1） ス クール に子ど もを入校 させ る に 至 っ た 親 の 動機 の 実態を把握す る 。
　  　入校 した こ とによ る効果を親 がどの よ うに みて い るの か ， そ の 実態を把握す る。
  　入校動機 と効果意識 との 関連を分析する 。
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加藤 ：ス ポ ーツ 教室 に 通 う児童 の 保護者の 意識につ い て
H ．　 方 法
　対象 ：西宮A 体操 ス クール ， 高槻 B ス ィ ミ ン グ ス クール ， 京都 C ス イ ミ ン グス クール に調査用
紙の 配布及 び回収を依頼 。 各 ス クール 300枚，計900枚 の うち，実際に 回答 を得た の は ， 全 部で 350
枚，そ の うち有意回答を得 た の が 344枚で あっ た 。 調査期間は1980年 7月〜 9月中旬で あ っ た 。
　 1． 調査質間紙
　入校動機 に つ い て は以下 の（1）〜 （5）の 領域か ら計50項 目， 効果意識に つ い て は 以下 の   〜〔9）の 領
域か ら計54項目を選 び ， 調査質問紙を作成 した 。 ＊ そ の実物を末尾に掲載 。
　 〔入校動機の 調査領域 と項目数〕
（1）入校に至 っ た主た る要因……………… 8 項目
  家族 の 者の ス ポ ーツ に対する意向…… 6 項目
  ス クール に対す る理 解………………… 7項目
｛4）子 ど もの 身体面 に つ い て の 理 解………10項目
  子 ども の 将来に 対す る親 の期待………19項 目
　 〔効果意識の調査領域 と項目数〕
（6）身体的健康や運 動面 に つ い て …………18項 目
｛7）精神面に つ い て …・……………・・………21項目
（8）家庭生活 に つ い て ……………・…・…・… 5項目
〔9｝入校後の マ イナ ス 面 に つ い て …………10項目
　回答方法は ， 入校動機 の 場合は適 して い る と思 われ る項目 に 無制限に 「○印」を 記入 させ た 。
効 果意識の 場合は 各項 目につ い て ・ 著 しい効果があ っ た と　　　表 1 年齢別にみ た被験者数
思 われ る時に は 「◎印」 を ， 一応効果が あ っ た と思われ た
時に は 「○印」を ， まっ た く効果が認 め られなか っ た 時に
は 「× 印」 を記入 させ た 。
　2， 被　験　者
　本調査 の被験者は 344名で あ るが ， そ の 内訳を示す と表
1 の よ うにな る 。 こ れ で 見 ると幼児及 び小学生児童を持 っ
親が回答者の 大半 を 占め て い る 。
1． 入校動機の実態に つ い て























計 1・22112 ・ 1・4411 ・・
皿 ．　 結 果 と 考 察
　入校動機 に関す る各項 目の 反応数は表 2 に示す通 りで ある 。 全体と して 反応数 の多い 項目を示
す と ， 16）， 40）， 41）， 42）， 47）， 36）， 37）， 等が挙 げ られ ， 逆に反応数の 低い 項目と して は ，
2）， 8）， 30）， 12）， 32）， 20）， 31）， 等が挙げ られ る 。
　そ こ で ， こ れ を子ど もの 年齢別 icみ ると， 2 〜 4 歳児 を持 つ 親 に多い 項目は ， 16）， 42）， 41），
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合 計 1431・5・ ・3516111 ・5122・ 1941195199111S 　1・4931167144151172i344
36）， 40）， 47）， で あり， 逆 に 反 応数の 低 い 項目と して は ， 8）， 12）， 32）， 2）， 30）， 31）， 20），
とな っ て い る 。 同様に 5 〜 6歳児 を持 つ 親に 多い項 目を示す と ， 16）， 42），40），41），36）， 等が
挙 げられ ， 反対 に反応数 の低い 項 目と して は ， 26）， 30）， 2）， 8）， 20）， 24），31）， 32）， 等が 挙
げ られ る 。 また ， 7〜 8 歳児を持 つ 親 に 多い 項 目は ， 16）， 40）， で あ り，逆に反応数の 低い項 目
は，2），8），10）， 20）， 4）， 12）， 30）， 31）， 32）， とな っ て い る 。 また ， 9〜10歳児 を持つ 親 に
多い 項目を示す と ， 16）， 40）， 41）， 42）， 34）， 等が挙げ られ るが ，逆に 少な い 頃目 として は ，
2）， 8）， 12）， 30）， 32）， 等が挙げ られ る。 11〜12歳 児 を持 つ 親 に多 い 項 目を示す と ， 16）， 40），
等が挙げ られ ， 逆 に少な い 項目と して は ， 2）， 21）， 32）， 8）， 30）， 等が挙げ られ る 。 13歳児に
っ い て は ， 反応 数の ば らつ き が 小さ い の で 特 に 取 り上 げ て 示す こ とは 省く 。 ．
　以上か らみる と ， 子 ど もの 年齢とはあま りか かわ りな く， 親はあ る種の 目的を持 っ て 子 ど もを
入校させ て い る こ とがわか る 。 しか もこ の ある種の 目的とは ， 優れた競技者 に しよ うと い うもの
で は な い 。 む しろ現代 の 子 ど も に つ い て指摘 されて い る よ うな欠点や 傾 向を克服さ せ た い と願 う
親の 期待か らの もの で ある こ とが わか る 。 こ の よ うな親 の期待を 1 ク
ール 側 は， どの 程度理 解 し
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤 ：ス ポーッ 教室 に通 う児童 の 保護者の 意識に つ い て
て い る の か とい う問題が生 じ る 。 また ， そ れ と同時に ， ス ク
ー
ル に対する理 解に関す る動機  の
項 目へ の 反応数 もあま り高 くな い 。ひ と りひ とりの 親が ス クール へ の 強い 関心 と意 見を持 つ こ と
が ， ス ク
ー
ル 側に と っ て も， 子 ども本人に とっ て も好 ま しい こ とと思 う。
　入校動機の 項目（1）の 子 どもが入校 した い とい うか らとい う動機 は ， 全体の 27％の親が反応を示
して い る。 こ の 動機か ら こ れ らの 子 どもた ちがス ポ
ーツ好 きで ， 運 動能力 に も優れ て い る もの と
い っ た予想を しが ちで あ る。 しか し ， 表 3 か ら明 らか な よ う に ， ス ポ
ー
ツ は好きだが健康面 には
自信がな い とか ， あるい は体格 ・ 体力及び 運動能力が劣 っ て い る と自分の 子ど もを判断 して い る
親 が 94名の 内 1／3を 上回 っ て い る 。 そ れ に ， ス ポーッ が好 き とい う項目 に っ い て の 反応が なく， 身
体面で も自信の な い 子 ど もと答え て い る親 とを合わせ る と ， 94名の 内 ， 約55％の 子 どもが ス ポ
ー
ツ 適性がある か らス クール に 入 れ たわけ で はな い とい うこ と に な る 。 む しろ， 反 対｝
こス ク ール に
入校す る こ とに よ っ て 身体一運動的資質を養わせ た い とい う期待か ら入校させ て い る こ とは明 ら
かで ある 。 入校動機の 項目（1）か ら離れ ， 全体として 子 どもの身体面に 関する親の 理解は表 5 に示
す通 りで あ る。 やは り全体の 40％近 くの親が身体面に つ い て 自信 の な い 子 どもと答え て い る。 こ
うして み ると親が 子ど もを入校 させ た動機は ， 子ど もに ス ポ
ーッ適性 があるか らで は ない よ うで
ある。 したが っ て ， 親は さまざまな期待か ら入校さ せ て い る こ とにな る 。
　 しか し，これに対する ス ク ール の指導が主 として ど の よ うな子 どもに 向けられて い る の か とい
うこ とはあまり深 く考え られ て い な い よ うに 思 われ る 。 た とえ ば ， ス ポ
ーツ好 きで 同時に それが
得意 ， そ して 活発 で 外交的 ， 積極的な性格を有 して い る子 どもと ， ス ポ
ーツ嫌 い で しか もそ れが
苦手， 性格 も内気で 内向的 ， 消極的な子どもとが同 じス ク
ール で 指導を受けた場合ど うで あろ う
表 3　動機 1 に つ い て の ス ポーツ 及 び 子供の 身体面 へ の 反応
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とい う項 目に ○
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自信 な し に ○
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か 。 ス ク ール は こ の よ うな子 どもが入 り交じっ て い る こ とを 理 解 し， 指導す る際には考慮する必
要があるよ うに思われ る。
　2．　効果意識の実態に つ い て
　効果意識 の 各項目 に つ い て の 反応結果を示 したもの が表 4−1・2である 。 平均値の 高 い 項目を示
す と， 16）， 13）， 5）， 25）， 42）， 12）， 26）， 2），11）， 等が挙げ られ る 。 平均値 の 低い項 目を示
す と， 43）， 46）， 54），51）， 45）， 49）， 53）， 47）， 50， 52）， 3）， 等が挙げ られ る 。 これか ら，
ある程度は効果が あ っ た とみて い るよ うで ある 。 特 に ， 身体的健康面に関す る  の 領域18項 目の
衰 4− 1　効果意識の 各項 目に つ い ての 反応数




















































































































123456789m111213 4 516 718
表 4− 2　効果意識に 関す る各項目の 平均
項 目 1 ・ 1 ・ 1 ・ 14 ・ 16 ・ 1 ・ 1911 ・ 11・
平均 1・… 611 ・3241 ・・656 ｝1・・8111 ・副 1・・ 1・・22・i12121・・2・・ 」0．9681 ．3ユ5
項目 11211311d ・51 ・61 ・7 ｝・8 「19 」201 ・・ 22
平均 11訓 1・62d1 ・・2・「1・25gI1 ・97gl ・… 611 ・18引 ・・7741 ・・85gl ・・25gI ユ，185
項 目 123｝24125 亅261 ・71 酬 2gI ・・ 131 32133
平均 ・… 51 ・．・4711 … 911 ・3471 ・・91811 ・・5gl1 ・251 ・… 司 0，876 ・・74411 ．032
項目 134135136137 3813gl40 ・・ 142 43144
平均 11… 6i0 ．832 ・・9741 ・・87411 ・2911 ・・810 ．912 ・・92111 ・35gl ・副 0，994
項 目 4514614714814gI ・・ 1 ・・ 1521531釧
平均 1・・5781 ・・553i 。・6241 。・721」・・59110 ，624 ・・5671 。・632｝・・59・1・・553i
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤 ：ス ポーツ 教室 に 通 う児童 の 保護者の 意識に つ い て
うち 6つ の 項目が そ うで ある 。 しか し逆 に ， 悪 くな っ た と思 う て い る点 もご くわずか で はあるが
ある よ う に 思われる 。
　3． 入校動機 と効果意識 との 関連につ い て
　入校動機の項 目（1）よ り， 健康面 に 自信が な い とか ， 体格 ・体力及 び 運動能力が劣 っ て い る 子 ど
もだ と思 っ て い る親が多い と い うこ とがわか っ た 。 そ こ で ， 入校動機〔4）の領域 ， 項目 23）〜31）の
10項 目の うち， 22），24）， 26）， 28），の 4 項目 の み に つ い て 1 つ で も○印 の あるもの を身体面に
つ い て 自信の あるグ ル ープ と し ， 次 に 23）， 25）， 27）， 29）， 30）， 31）， の うち 1 つ で も○印の あ
る もの （ただ し ， 同時に22）〜28）の 4項 目に も○印が あ る場合 も含む）を 身体面 に つ い て少 々 自
信の な い グル ープ と し， 22）〜 31）の 10項 目中全 く○印の ない もの を身体面に つ い て あまり関心 の
な い グル ープ と し て 3 つ の 大きなグ ル ープ に分け ， 効果意識に つ い て ど の よ うな差があ るか比 較
して みた 。 効果意識の 反応 として 著 しい効果があ っ た と思わ れた時に は 「◎印」を ， 一応効果が
あ っ た と思われた時に は 「○印」を，ま っ た く効果 が認め られなか っ た時に は 「× 印」 を記入 さ
せ た 。 表 4 − 1 か らもわか る よ う｝C　一つ ひ とつ の 項目 の 反応 として 約半数前後の 親が空白の まま
で 答え て い る傾向が見 られ る 。 ス ク
ー
ル 入校によ っ て特 に変化が あっ たか らとは思 われ な い との
現 れ ではな い だ ろ うか 。 つ ま り， ス クール 入 校以前か ら生活の 中で 習慣化 して い る場合や ス クー
ル に通 い は じめ て ， あま り月 日 の た っ て い な い 場合等 に 多い 反応 と考え られ る 。 次に ， 1）〜 54）
項 目 に ひ とりひ とりの親が効果の 反応 と して つ けた 「◎」， 「○」， 「x 」印およ び空 白を点数化 し
加算 した 。 反応点数 の 多い もの ほ ど，効果意識が強い もの と考え られる 。 そ こ で 3 つ の グル ープ
に つ い て 得点 の平均を比較 した の が表 5 で あ る。 こ の 表か らも身体面につ い て あ ま り関心 の ない
親の 効果意識は ・ や は り他 の 2 つ の グ ル ｛　　表 5 入校動機と効果意識 （得点） につ い て
プに比 べ 弱 い よ うで あ る 。 身体面に つ い て
自信 の ない子 ど もと答え た 親の 場合に親の
期待 が強い ほ ど ， 子 ど もの身体面で の変化


















裏 6　 ス クール 別，経験年数別にみ た効果意識の 得点
　表 6 − 1　 A 体操ス クール
丶
覊嘉
蠶 1　年 未 満 1 年以k
鯖＼鞠 ＼ 1 − ・ケ 月 1条〜 12裾 1年以上 合計及 び平均
人 　 数 50名 14名 29名 93名男
　
児 平 均 点 14．6 11．1
　 　
22．O 16．4
人　 数 28名 8 名 23名 59名女
児 平 均 点 13．8 15．4 20．9 ユ6．8





平 均 点 14．0 21．5 16．5
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効果意識の 得点は低下する の で は な い だ
ろ うか 。 また ， 身体面 につ い て 自信 の あ
る子 どもと答えた親は ， 子 ど もが ス クー
ル で 習 っ て い るス ポーツ の 技術等に進歩
がみ られ る と答え る場 合 が 多 い 。しか
し ， 入校動機の 項目 の うち特に 身体面 に
つ い て ， 効果意 識に どの よ うな差がみ ら
れ るか とい うこ とで 比較 して きた が，効
果意識が強い 場合は子ど もの 心 身の 状態
が良い 場合で あ っ て ， 身体面の み の 反応
結果で はな い と思 う。
　次 に経験年数 と効果意識 に つ い て どの
よ うな 関連性があの か に つ い て ， 経験年
数を 1年未満の もの と， i年以上 の もの
に分け ， 効果意識の 平均を比 較した もの
が表 6 で ある 。 表 6 − 1 の A ス ク ール 153
名の うち，これ につ い ては 1 名が未回答
の ため 152名の平均を 出 した。A ス クー
ル は 2〜 4歳児 が男女児 計ユ03名 ， 5〜 6
歳児が計45名 ， 7〜 8歳児の 計 4名と低
年齢児が 多 く，


















































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 6−・4　A ・ B ・C 計ス クール の 平均
，． とも効果意蠶鐫誘聾鵬箋磁 1 年綱 ・年以 聯 及糊
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 115名　　　　　　　205名　　　　　　　　340名
と考え られ る。 表 6− 2の B ス クール は ， 50名の うち
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 18，0　　　　　　　24．9　　　　　　　　21．1
2 名が経験年数未回答 の ため48名で平均を出 した 。 48
名中 ， 経験年数 1年未満の もの が 3 名 とわずか で ， 効果意識 が強い こ とも B ス クール 全体の平均
値を挙げて い る原因と考え られ る 。 表 6
− 3 の C ス クール は 141名の うち21名が経験年数未回答の
ため 120名で平均を出した 。 C ス クール で 特に 目につ い た こ とは ， 経験年数 ユ年以 上 の もの が 多
く108名の うち ， 1年〜 1年 8 カ 月に な る子 どもが 16名， 2年〜 2 年 11カ月にな る子 どもが 22名 ，
3 年〜 3年 6 カ月に な る子 ど もが 22名， 4 年〜 4 年 10カ 月に な る子 どもが 26名 ， 5年
〜 5年 6 カ
月 にな る子 どもが15名， 6年 ． ・ 　6年 4 カ月 になる子 どもが 5 名 ， 7年及び 8 年に な る子 ど もが各
1名ず っ と実に 長期経験者が多い 。 こ の よ うに長年の あい だ ス ク
ール に通 っ て い ると自然 に生活
の 一部に な り，身体面及び精神面で の 変化 に つ い て も，とりた て て ス ク
ール に 通 っ て い るか ら云
々 とい う効果意識は弱 くな り 日常の
一般的な事柄 に か き消され て しまうの で はな い だろ うか 。 経
験年数 1 年未満の 子 どもの 親の 方が ス クール 入校 に つ い て の 期待や子ど もの変化 に敏感な の で は
な い だろ うか 。 しか し ， 表 6− 4 か らも明 らか なよ うに 全体 と して は 経験年数 1年以 上の 子ども
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 加藤 ： ス ポ ーツ 教室 に通 う児童の 保護者 の 意識につ い て
の 親の方 が ， 経験年数 1年未満の子 どもの親よ りも効果意識は強い 。ス ク
ー
ル に通 う子 どもの年
齢や ス ポ
ー
ツ の 種 目 ， また 日常的な こ と等 の 違い はさ まざまだが，
一般的な効果 として は 1年以
上 ス クール に通 っ た方が強い とみて い るよ うで あ る。 効果意 識（9）領域 の入校後の マ イ ナ ス 面 IC
つ い て は ， マ イ ナ ス 効果に 関 して で ある が ， 特に著 しい マ イナ ス 効果が あ っ た とされ
る項目はな
い 。
IV．　 ま と め
1）親が子どもを ス ポーツ ・ス クール に入校 させ た入校動機 と， 入校 した こ とによる効果意識
を
分析す るた め の質問用紙を作成 し， 西宮 A 体操 ス ク ール ， 高槻 B ス ィ ミ ン グス ク
ール
・ 京都 C ス
イ ミ ン グ ス クール の 計 344名の 親 に対 して 調査を実施 した。
2 ）子 どもをス ポーツ ・ス クール に入校 させ た親の 動機は ， 子 ども の 年齢 に はあ まりかかわ り
な
く， あ る共通 した傾向が認め られる。 それは将来優れた競技者に しよ うとす るも
の で はな く・む
しろ
＿般的に ス ポ＿ツ マ ン が持 ち合わせ て い るよ うな心 身的資質や特性を獲得 さ
せ た い と願 う親
の 期待か らの もの で ある 。
3）効果意識に つ い て は ， 主 に身体的健康や集団内で の 適応性 に関する領域 に つ い て ，
一応効果
を認め て い るよ うであ る 。
4 ）入校動機 と効果意識と の間 には身体面等 に関心 を持 っ 親 の場合 ， ス ク
ール 入校に よ り子 ども
の 心身の 状態が好ま しい ほ ど ， 効果意 識も強 い よ うで ある。
5）ス クール で の経験年数 と効果意識 との 閭に は ， 子 ど もの 年齢に よ る違い な どは あ るが ，
1年
以上 の 経験年数を つ む子 ど もの親の場合 ， 効果意識が強い よ うであ る 。
　以上 の よ うな結果を得た わ けで あ るが， こ こ で 問題 となる点は ， 効果意識は効果そ の もの で は
な い こ とで あ る 。 次 に ， 効果が ス ク
ー
ル に起因するもの か どうか と い うこ と， また親の 意識であ
っ て 子 t
；
も （本人）の 意識で はない とい う こ とで ある 。 しか し， 上記 の よ うな意識
を親が持 っ て
い る とい う こ とは事実で あ る 。 そ れが子 ど もの 入校や そ の 後 の 活動 に大きな影響を及
ぼ したで あ
ろ う こ とは容易 に推察 され る 。
　現在 ， 多 くの ス クール が運 営されて い るが，こ の よ うな親 の 意識を反映 し， ス ク
ール 側 はよ り
よ い 指導を進めて い か なけれ ば な らな い と思 う。 最後 に ， 本調査に御協力 くだ さ っ た各
ス クール
の 指導者や保護者の方 々 に感謝い た します 。
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◎ス ポ ーツ ・ス クール へ の 入校動機 と 効果意識 に つ い て の 調 査
。ス ク ール に かよ って い るお子 さま。
・家族構成 に つ いて お 答え下さい 。　（
・ス クール に入 って 何年何ケ月ですか。 年 ケ月
囚 入校 動機 に つ い て ，あて は まる と思 わ れ る項 目 に はい くつ で も○
　印を つ けて くだ さい 。
　 L 口 子 どもが入校 した い とい うか ら。
　 2．ロ 勧誘 されたの で 仕方な く。
　3．口 家族の もの が強 く勧めた の で。
　4．ロ ス クール に知 っ て い る者が いた の で 。
　5．ロ ス クール に子 どもの 友達 が入って い た の で。
　6．ロ ス ク ール には同 じ年 頃の子 ど もが大 勢い る ので。
　7．口 子 ど もに自由な時間が 多い の で。
　8，口 なん の 気な しに。
　9．口 家族の 者がス ポーツを 好きだ か ら。
10．□ 家族の 者 はス ポーツ が苦手だか ら。
11．口 家族の 中に子 どもの 行って い るの と同 じス ポーツ の 経験者 がい
　　 　　る か らD
12 ロ テ レ ビ を見た りして ，家族の 者に 多少 の知識 があ っ たか ら。
13．口 子ど もが ス ポーツを好きだか ら。
14・口 子 ど もが ス ポーツ を嫌い だか らe
15，ロ ス ク ールの 借導方針が気に入った ので 。
16．口 子 どもの 心身を鍛えるζ とがで きるか ら。
17．口 安全性や健康 面で十分な配慮がな されて い るか ら。
18．ロ ス クール の指導者が 熱心だか ら。
19．ロ ス クール が比較的家 の近 くなの で 。
20．ロ ス クール の費用が安い か ら。
21．ロ ス クール で は子どもが友達を作 り易い か ら。
22．口 健康面 に 自信の ある子 ど もだか ら。
23．口 健康面 に 自信の な い子 ど もだか ら。
24．口 体格面が優れて い る子 ど もだ か ら。
25．口 体格面が劣 っ て い る子ど もだか ら。
26．囗 体力面が優れて い る子どもだ か ら。
27．囗 体力面が劣 っ て い る子 ど もだ か ら。
28．口 運 動能力 が優れて い る子 ど もだか ら。
29．口 運 動能力が劣 っ て い る子 ど もだか ら。
30，口 身体的に不 自由な点がある か ら。
31．口 肥 満児 だから。
32，口 将来，選手 に したい か ら。
33．口 将来，進学す る際に何 かと役立つ と思 った から。
34．口 学業と ス ポーツ を両立で きる人間に な って ほしい か ら。
35．ロ ス ポーツ ・マ ン に した いか ら。
36．口 協調性の あ る子ど もにな っ て ほ しい か ら。
37．囗 体力の 優れた子 ど もにな っ て ほ しい か ら。
38．囗 体格的に優 れた子 どもにな っ て ほ しいか ら。
39．口 運 動能力 の 優れた子 どもにな っ て ほ しい か ら。
40．口 忍耐力の ある子 どもにな っ て ほ しいか ら 。
41．囗 積極的で 意 欲の ある子 どもにな っ て ほ しい か ら。
42．口 活発で 明 るい子 どもにな っ て ほ しいか ら。
43．口 適 応性の ある子 ど もに なって ほ しいか ら。
44．口 責任感の 強い子 どもにな っ て ほ しいか ら。
45．口 礼儀作法が身iCつ いた子ど もにな っ て ほ しい か ら。
46．口 自制心 の ある子 ど もに なって ほ しい か ら。
47．囗 集中力 の ある子 どもに なって ほしい か ら。
48．口 率先性 や指導力 の あ る子ど もに なって ほ しいか ら。
49 ．臼 寛容で 謙虚な子 どもに な っ て ほ しい か ら。
50．口 個 性の豊か な子 どもにな っ て ほ しい か ら。
51．口 そ の 他 （具体的に書 い て ください ）
［　　　　 1
男 ・女　 　生年月 日　 昭和 年




ール に入校して 著しい効果 があ っ たと思 われ る もの に◎印，
　　
一
応 効果があった と思 われる もの に○印t ま った く効果が 認め られ
　　なか ウ た もの には × 印をつ けて くださいa
　l．口 食べ 物 の好 き嫌い がな くなって きた。
　 2．［］食欲が 出て きた。
　3．口 食事の前 には間食を しな くな って きた。
　4．口 ち ょ っ と した 「すり傷や ケガ 」等 で は騒が な くなウて きた。
　5．口 あま り医 者に かか らな くな o て きた。
　6．［］顔色がよ くな っ て きた 。
　7．口 寝つ きがよ くなって きた。
　8．口 呼吸器関係が丈夫ICなって きた。
　9．口 体格がよ くなって きたq
lO．［コ動倖や息切れを しな くな っ て きた 。
IL ロ ス タ ミナ がつ いて きて ，疲労 しに くくなって きた。
12．ロ カ 強さ が 出て きた 。
13．口 体力 がつ いて きた。
14．口 進 んで 戸外で 遊ぷ ようにな って きた 。
工5．囗 進ん で ス ポーツ をする よ うになって きた 。
16．ロ ス ク ール で や っ て い る種 目の ス ポーツ が上手になって きた。
17．口 他の ス ポ ーツ が上手 に行え るよ うに なって きた。
18．口 運 動能力が かな り優れて きた。
19．囗 わ が ままな点 がな くな り，自制心が出て きた。
20，口 「譲る」 こ とが よ くで きる よ う になって きた。
21．口 友だちが増 えて きた。
22．口 協調性 が 出て きた0
23．口 指動力 が出て きた。
24．口 適応性が 出て きた。
25．口 活発 で 明 るい子 ど もになって きた。
26，口 何で もして み よ うとす る意欲が出て きた。
27．口 移 り気な点が な くな り，長號 きする よ うにな っ て き た。
28．口 粘り強 く努力す るよ うにな っ て き た。
29．口 自信を持 っ て行動するようにな っ て きた 。
30．口 独立 心が出て きた。
31．口 率先性が出て きた 。
32．［］物を大 切にす るよ うに なって きた。
33．口 礼儀作 法が身に つ い て きた。
34．ロ ル ール や きま りを守 るよ うにな っ て きた。
35．囗 自分 の言動 に責任を持つ よ うに なって きた。
36．口 規則正 しい 生活 習慣が身 につ い て きた 。
37．口 自分の 役割は必ず果たすよ うicな っ て きた 。
38．口 自分独 りで ，バ ス や 電 車 に乗 り，目的地 に行 くよ うに なって き
　　　 た 。
39．口 冷静に物事を判断す るこ とがで き るよ うになって きた。
40．囗 両親 や年 長者の い うこ とを聞 くように な って きた。
41．口 家の 手伝 い をす るよ うに な っ て きた。
42．［コ ス クール で ので きご とをよ く話す ようになって きた。
43．口 兄弟げんかをしな くなって きた。
44．囗 ス ポーツ の放送等を 家族 ぐるみで 見る よ うICなって きた。
45．口 食事 などの礼儀作 法が悪 くなって きた。
46．ロ コ トバ 遣 い が粗野に な って きた。
47．口 動作や 行動が 粗野 に なって きた。
48．口 小遣 い を よ く使 うよ うになって きた。
49．囗 むだな寄り道を して 帰るこ とが多くな って きた。
50．口 学校の 勉強を しな くな って きた。
51．口 体 に 無理で は な いか とい う心配 が出て きた 。
52．口 朝寝坊を しやす くな っ て きた。
53．口 友だ ちに 偏 りが 出て きた。
54、口 暴飲暴食をす る よ うになって きたb
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加藤 ： ス ポ
ー
ッ 教室に通 う児童 の 保護者 の 意識に つ い て
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